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平成１４年　９月２６日

報道機関　各位

広島大学総務部大学情報室長
西　田　良　一

高校・大学連携遠隔授業実験の実施について

　このことについて，高校・大学連携授業実践の一貫として，高品位動画像伝送 技術
（広島大学で独自に開発した画像伝送システム）を活用した遠隔授業実験を 下記のと
おり実施しますので，お知らせいたします。 

記

講　　師：　 広島大学長　牟　田　泰　三

演　　題：　 火星に生物はいたか

実施日時：　 平成１４年１０月２日（水）１５：５０～１６：５０

実施会場：　

　会場１： 広島大学　情報メディア教育研究センター　小会議室（１階）
（東広島市鏡山１－４－２）
【お問い合わせ先】：下記のとおり

　会場２： 広島大学附属福山中・高等学校　情報教育棟マルチメディアホール 
（福山市春日町５－１４－１）
【お問い合わせ先】：副学長　野口寧文 　電話（０８４９）４１－３１４１ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表） （０８４９）４１－８３５０

　会場３： 広島大学附属中・高等学校　情報館３階 
（広島市南区翠１－１－１）
【お問い合わせ先】：研究部長　砂原　徹　電話（０８２）２５１－９８６７

【お問い合わせ先】

広島大学情報メディアセンター教育研究センター

　　　　　　教授　　松　原　玲　二

ＴＥＬ：（０８２４）２４－６２５８

（ダイヤルイン）又は

　　　　　０９０－３３７５－０３６２

［発信枚数；Ａ４版　２枚（本票含む）］

○遠隔授業実験の概要
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連絡先　広島大学情報メディア教育研究センター 
　　　　相原玲二　0824-24-6258　または　090-3375-0362

高校・大学連携遠隔授業実験の実施について

広島大学（学長　牟田泰三）は、高校・大学連携授業実践の一環として、高品質 動画像
伝送技術を活用した遠隔授業実験を以下のとおり実施します。 

講　　師：　 広島大学長　牟　田　泰　三

演　　題：　 火星に生物はいたか

実施日時：　 平成１４年１０月２日（水）１５：５０～１６：５０

実施会場：　

　会場１： 広島大学　情報メディア教育研究センター　小会議室（１階）
（東広島市鏡山１－４－２）

　会場２： 広島大学附属福山中・高等学校　情報教育棟マルチメディアホール 
（福山市春日町５－１４－１）

　会場３： 広島大学附属中・高等学校　情報館３階 
（広島市南区翠１－１－１）

今回の遠隔授業実験は、講師が広島大学（東広島市）から、２つの附属学校にむけて遠
隔授業を実施します。広大福山附属会場（福山市）では高校２年生約１００名、広大附属
会場（広島市）では高校１年生約８０名が受講を予定しています。講師と生徒の質疑も行
われる予定です。なお、広島大学会場（東広島市）は講師のみで、受講生はいません。

遠隔授業実験で使用する動画像伝送は、広島大学で独自に開発したＩＰv６マルチキャス
トにも対応するＭＰＥＧ２画像伝送システムを利用し、高画質の画像伝送を実現していま
す。広島大学では、すでに主要３キャンパス（東広島、霞、東千田）間の光ファイバによる
高速学内ネットワークが実現し、遠隔授業や遠隔会議に利用されていますが、今回、２つ
の附属学校（福山附属中・高校および附属中・高校）と広島大学主要３キャンパスを結ぶ
学内ネットワークを増速することにより、附属学校でも高画質の画像伝送が実現しまし
た。 

今回の遠隔授業実験は、大学の研究者と小中高校の教員が共同で、学校における先進
的なインターネット利用方法を研究する「マメdeがんすプロジェクト２」の一部として実施さ
れます。「広島地域の学校における高度マルチメディア通信に関する研究プロジェクト２」
（通称　マメdeがんすプロジェクト２）は，特定非営利活動法人　中国・四国インターネット
協議会（理事長　吉田典可）の主催するプロジェクトです。「マメ」は広島の方言の「元気
な」とメルチメディアをひっかけています。「がんす」も同じく広島弁で「です」の丁寧な表現
です。「マメdeがんす」は「今日も元気にマルチメディアでございます！」といったところで
す。 

以上


